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	研究を読み進めても、自分の研究がどこに位置しているのかわからない。 先行研究を整理しているはずなのに、研究の問いが定まらない。 そのような経験はありませんか。 本研修では、PCCフレームワークを手がかりに、研究の問いを構造化し、 文献検討を研究全体の中で捉え直すことで、自らの研究を俯瞰する 「研究の地図」の描き方を、ともに考えます。 検索技術を学ぶだけではなく、研究者としての眼差しを育み、 自らの研究を新たな視点から見つめ直す機会となれば幸いです。

